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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルの表示面に指示手段によるタッチ位置を検出するタッチパネルが設けられ、
該表示面に表示されるタッチ操作部材をタッチして操作できるようにしたタッチパネルを
備えた表示装置において、
　該タッチ操作部材をタッチ操作する際の指示手段によって押圧される押圧力Ｐを検知す
る検知手段と、
　設定圧力Ｐ１及び、この設定圧力Ｐ１より大きい設定圧力Ｐ２が予め設定され、該検知
手段で検知した押圧力Ｐが設定圧力Ｐ１≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２であるとき、該指示手
段によって押圧された該タッチ操作部材に関する第１の処理を行ない、該押圧力Ｐが設定
圧力Ｐ２≦押圧力Ｐであるとき、該指示手段によって押圧された該タッチ操作部材に関す
る第２の処理を行なう制御部と
　を有し、
　該第１の処理は、該指示手段が移動すると、該タッチ操作部材を該指示手段に付いて移
動させるドラッグ処理であり、該第２の処理は該タッチ操作部材の移動に関する処理であ
って、
　該タッチ操作部材への該指示手段による押圧力Ｐが、押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ１から設定
圧力Ｐ１≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２を経て、設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐに変化したとき、該
タッチ操作部材の移動開始を許可する該第２の処理を行ない、
　次いで、該タッチ操作部材への該指示手段による押圧力Ｐが緩んで設定圧力Ｐ２≦押圧
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力Ｐから設定圧力Ｐ１≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２に変化したとき、設定圧力Ｐ１≦押圧力
Ｐ＜設定圧力Ｐ２である限り、該タッチ操作部材のドラッグ処理を該第１の処理として行
ない、
　次いで、該タッチ操作部材への該指示手段による押圧力Ｐがさらに緩んで設定圧力Ｐ１
≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２から押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ１に変化したとき、該タッチ操作部
材の移動先をそのときの位置に決定する処理を行ない、
　該タッチ操作部材をタッチ操作する際の該押圧力Ｐの押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ１から設定
圧力Ｐ２≦押圧力Ｐへの変化、または設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐから押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ
１への変化が所定時間内に行なわれた場合には、該ドラッグ処理または該移動開始を許可
する処理を行なうことなく、該タッチ操作部材に予め割り当てられた機能を実行する
　ことを特徴とするタッチパネルを備えた表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、据置型や携帯型などの端末装置に用いられるタッチパネルを備えた
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、各種業界では、端末装置が広く使用されるようになってきている。例えば、銀行
などでＡＴＭ（Automatic Tellers Machine：自動預入支払機）が、駅などでは券売機や
地図案内機が夫々設置され、銀行や駅などの業務の一部を端末装置で賄うことができるよ
うにしている。また、ファーストフード店などの店舗においても、商品の注文処理に端末
装置を用いるようにする場合もあり（例えば、特許文献１参照）、さらに、インターネッ
トなどの通信ネットワークを利用してコンテンツの配信を受ける端末装置やウェブ閲覧（
ブラウズ）用の端末装置なども実現あるいは提案されている。
【０００３】
　ところで、このような端末装置では、表示装置が設けられており、その表示画面に表示
されるメッセージなどの情報を見ながらキーボードなどの入力手段を操作することにより
、上記のような各種の作業ができるようにしているが、表示画面に入力手段としての機能
を持たせ、その表示画面に表示されるメッセージやメニューなどにしたがって画面操作を
行なうことにより、各種の作業を実行することができるようにしたタッチパネルを備えた
表示装置が用いられるようになってきている。
【０００４】
　このようなタッチパネルを備えた表示装置によると、その表示画面に直接指先を触れて
操作を行なうものであるから、操作がし易く、操作の間違いが少ない、という優れた操作
性を実現することができるし、また、キーボードなどの操作部も、操作ボタンの数を少な
くすることができるので、端末装置自体を小型化でき、設置面積も狭くできて、店内や構
内などでの設置場所の自由度が高まるといったようなメリットも得られることになる。
【特許文献１】特開平５ー２１６５８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来のタッチパネルを備えた表示装置では、その表示画面に操作ボタン（タッ
チボタン）などのタッチ操作部材からなる入力手段の画像を表示することにより、その入
力手段を顧客やユーザの視覚で認識させ、この認識のもとに、この入力手段の画像の操作
したいと思われる個所をタッチすることで所定の処理を実行する。
【０００６】
　パソコンでは、マウスによるドラッグ・アンド・ドロップ機能が付加されている。マウ
スでは、カーソルを自由に移動させることができるとともに、クリックボタンを操作する
ことができるので、クリックボタンを押しながらアイコンを移動させたり、あるいは、ア
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イコンにカーソルを合わせて、クリックボタンをダブルクリックすることで予め設定され
たアイコンの機能を実行させることができる。
【０００７】
　しかし、従来のタッチパネルでは、１回のタッチを検知して各種処理を実行しているた
めに、１つの処理しか実行することができない。例えば、ＡＴＭなどで採用されているタ
ッチパネルを備えた表示装置では、表示画面のタッチ操作部材にタッチすると、その時点
でこのタッチ操作部材に関する機能が実行されるため、タッチ操作によってドラッグ・ア
ンド・ドロップを行なわせることができない。タッチパネルを備えた小型の情報機器では
、ドラッグ・アンド・ドロップを可能にしたものがあるが、これらは、アイコンに予め設
定された機能を実行するためには、予め設定されたタイミングで２回タッチしなければな
らない。マウスの操作では、表示画面に表示されるカーソルを見ながら間接的に操作する
ため、視認性や操作性に左程問題を生じない。しかし、表示画面に表示されたタッチ操作
部材を直接操作するタッチパネルにおいては、一度タッチした箇所を同じタイミングでタ
ッチしなければならないために、誤操作や操作性に課題がある。特に、不特定の操作者が
操作するＡＴＭや自動機などの公共機器においては、操作者全部に同じタイミングで２回
タッチさせることには課題が残る。
【０００８】
　本発明の目的は、かかる問題を解消し、操作ボタンなどのタッチ操作部材をユーザが所
望とする位置に任意に移動させることができ、かつタッチ操作部材に予め設定された機能
を実行できるタッチパネルを備えた表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、表示パネルの表示面に表示されるタッチ操作部
材のタッチ状態の２段階検出を可能とし、第１のタッチ状態でこのタッチ操作部材の表示
画面上での移動を可能とし、第２のタッチ状態で該タッチ操作部材に関する機能の実行を
可能とするものである。
【００１０】
　即ち、本発明に係る代表的な手段は、タッチ操作部材をタッチ操作する際の指示手段に
よって押圧される押圧力Ｐを検知する検知手段と、設定圧力Ｐ１及びこの設定圧力Ｐ１よ
り大きい設定圧力Ｐ２が予め設定され、該検知手段で検知した押圧力Ｐが設定圧力Ｐ１≦
押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２であるとき、該指示手段によって押圧された該タッチ操作部材に
関する第１の処理を行ない、該押圧力Ｐが設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐであるとき、該指示手
段によって押圧された該タッチ操作部材に関する第２の処理を行なう制御部とを有し、該
第１の処理は、該指示手段が移動すると、該タッチ操作部材を該指示手段に付いて移動さ
せるドラッグ処理であり、該第２の処理は該タッチ操作部材の移動に関する処理であって
、該タッチ操作部材への該指示手段による押圧力Ｐが、押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ１から設定
圧力Ｐ１≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２を経て、設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐに変化したとき、該
タッチ操作部材の移動開始を許可する該第２の処理を行ない、次いで、該タッチ操作部材
への該指示手段による押圧力Ｐが緩んで設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐから設定圧力Ｐ１≦押圧
力Ｐ＜設定圧力Ｐ２に変化したとき、設定圧力Ｐ１≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ２である限り
、該タッチ操作部材のドラッグ処理を該第１の処理として行ない、次いで、該タッチ操作
部材への該指示手段による押圧力Ｐがさらに緩んで設定圧力Ｐ１≦押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ
２から押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ１に変化したとき、該タッチ操作部材の移動先をそのときの
位置に決定する処理を行ない、タッチ操作部材をタッチ操作する際の該押圧力Ｐの押圧力
Ｐ＜設定圧力Ｐ１から設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐへの変化、または設定圧力Ｐ２≦押圧力Ｐ
から押圧力Ｐ＜設定圧力Ｐ１への変化が所定時間内に行なわれた場合には、該ドラッグ処
理または該移動開始を許可する処理を行なうことなく、該タッチ操作部材に予め割り当て
られた機能を実行することで、上記目的を達成する。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明によると、指先などによる押圧力Ｐを検知する検知手段と、この押圧力ＰがＰ１
≦Ｐ＜Ｐ２であるときに第１の処理を、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２からＰ２≦Ｐに変化したときに第
２の処理を行なう制御部とを設け、該第１の処理は、指先が移動すると、タッチ操作部材
を指先に附いて移動させる処理とし、第２の処理は該タッチ操作部材に関する機能を実行
させる処理とするものであるから、ドラッグ・アンド・ドロップなどのタッチ操作部材を
移動させる機能を指先でのタッチ操作で行なうことが可能となり、表示画面でのタッチ操
作部材の配置の変更などをタッチ操作でもって容易にかつ確実に行なうことができるし、
複数の操作ボタンの操作が関連されて１つの機能が実行されるような場合には、複数のタ
ッチ操作部材のタッチ操作の経緯を確認する必要がなくなって、操作が簡単でかつ誤操作
を軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を図面を用いて説明する。
【００１３】
　図１は本発明によるタッチパネルを備えた表示装置の一実施形態を示す図であって、同
図（ａ）は外観斜視図、同図（ｂ）は側面図、同図（ｃ）は断面図であり、１は筐体、１
ａは開口、２は表示画面、３は取付部、４はスタンド、５は回転軸、６はピン穴、７はピ
ン、８は表示パネル、８ａは表示面、９はタッチパネル、１０は支持部材である。
【００１４】
　同図において、箱型の筐体１の前面に矩形状の開口１ａが形成されており、この開口１
ａに表示画面２が設けられている。この表示画面２に、図示しないが、操作ボタンやメッ
セージなどのタッチ操作で割り当てられた機能を実行する部材，エリア（以下、タッチ操
作部材という）が表示され、かかるタッチ操作部材を指先やペン先、あるいはペン型の入
力デバイスなどの指示手段でタッチ操作することにより、この実施形態である表示装置を
利用した装置（例えば、パソコンや携帯端末，ＡＴＭ，券売機など）を動作させることが
できる。
【００１５】
　この筐体１の開口１ａとは反対側の背面側には、取付部３が一体に設けられており、こ
の取付部３が回転軸５を介してスタンド４に取り付けられている。この取付部３は、従っ
て、筐体１は、スタンド４に対して、この回転軸５を中心に回動可能であり、筐体１をこ
のように回動させることにより、表示画面２の向きを変えることができる。
【００１６】
　表示画面２の向きを連続的に変えることができるようにしてもよいが、ここでは、段階
的に変化できるようにしている。このために、図１（ｂ）に示すように、取付部３の側面
部に、回転軸５を中心として複数のピン穴６が設けられており、これらピン穴６の配列線
上の一点に対向して、このピン穴６に嵌り込むピン７がスタンド４に押し込み可能に設け
られている。筐体１を回転軸５を中心に回動させ、表示画面２を所定の向きにすると、ピ
ン７がこれに近いピン穴６に嵌め込むことができ、表示画面２はほぼこの所定の向きで安
定化する。
【００１７】
　このように、ピン穴６とピン７とは、表示画面の向き（角度）を調整手段を構成してお
り、ピン穴６の個数分だけ、表示画面２の向きを変えることができる。
【００１８】
　この筐体１内では、図１（ｃ）に示すように、表示手段としての表示パネル８が支持部
材１０によって支持されて取り付けられており、筐体１の開口１ａ側に、表示画面２とし
て、この表示パネル８の映像を表示する表示面８ａが、その全体を覆うようにして設けら
れたタッチパネル９とともに、配置されている。
【００１９】
　図２は図１における筐体１内の表示手段の具体例を概略的に示す図であって、同図（ａ
）は表示パネル８として液晶パネルやブラウン管，プラズマ表示パネルなどの場合であり
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、同図（ｂ）は液晶プロジェクタなどのプロジェクタの場合である。そして、これらの図
面において、１１は支持部材、１２は映出装置、１３はミラー、１４はスクリーン、１５
は支持部材であり、図１に対応する部分には同一符号を付けて重複する説明を省略する。
【００２０】
　図２（ａ）において、筐体１内では、上記のように、表示パネル８が支持部材１０によ
って支持されており、タッチパネル９が支持部材１１によって表示パネル８に支持されて
いる。
【００２１】
　タッチパネル９は、表示面８ａ全体を覆う透明な膜を設けた構成をなしており、ユーザ
が指先などでタッチしたことを検知して（タッチ検知）、そのタッチ位置を検出する（位
置検出）ものであるが、さらに、この具体例では、このタッチしたときの圧力を検出する
（圧力検出の）機能も備えている。この圧力検出の機能を持たせる方法としては、次の表
１に示すように、３つの方法がある。
【表１】

【００２２】
　表１において、例１は、タッチパネル９にタッチ検知とこれによるタッチ位置の位置検
出とタッチ位置での圧力検出との機能を持たせるものであり、支持部材１０，１１には、
その本来の表示パネル８の支持、タッチパネル９の支持の機能のみを持たせるものである
。例２は、表示パネル８を支持する支持部材１０に、圧力センサを設けて、圧力検出の機
能も持たせるものであり、タッチパネル９及び支持部材１１は本来の機能のみを持つ。例
３は、タッチパネル９を支持する支持部材１１に、圧力センサを設けて、圧力検出の機能
も持たせるものであり、タッチパネル９及び支持部材１０は本来の機能のみを持つ。
【００２３】
　図２（ｂ）に示す具体例では、筐体１内に、映像を発生する液晶パネルやブラウン管な
どからなる映出装置１２とミラー１３とスクリーン１４とからなるプロジェクタが設けら
れており、このスクリーン１４の外側にこれと一体にタッチパネル９が設けられている。
これらスクリーン１４とタッチパネル９とは、支持部材１５でもって、筐体１の開口１ａ
に支持されている。
【００２４】
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　映出装置１２には、図示しない投写レンズが設けられており、映出装置１２からの映像
はミラー１３を介してスクリーン１４に投写されるが、投写レンズにより、スクリーン１
４に投写される映像は拡大されている。なお、映出装置１２が直接スクリーン１４に対向
して設けられる場合には、ミラー１３を省くことができる。
【００２５】
　この具体例も、タッチパネル９にタッチしたときの圧力を検出する（圧力検出）の機能
も備えている。この圧力検出の機能を持たせる方法としては、次の表２に示すように、２
つの方法がある。
【表２】

【００２６】
　表２において、例４は、タッチパネル９にタッチ検知とこれによるタッチ位置の位置検
出とタッチ位置での圧力検出との機能を持たせるものであり、支持部材１５には、その本
来の表示パネル８を支持する機能のみを持たせるものである。例５は、支持部材１５に、
圧力センサを設けて、圧力検出の機能も持たせるものであり、タッチパネル９は本来の機
能のみを持つ。
【００２７】
　なお、上記表１，２において、タッチ検知とはタッチパネル９に指先１６がタッチした
ことを検知する従来のタッチパネルの機能をいう。
【００２８】
　但し、上記いずれの例においても、タッチパネル９で指先１６のタッチ位置が検出され
たとき、指先１６がタッチパネル９にタッチされた（即ち、Ｐ≧Ｐ１になった）と判定す
るようにしてもよい。
【００２９】
　図３はタッチパネル９に対する指先の状態を示す図であり、同図（ａ）は指先１６がタ
ッチパネル９に触れていない状態、同図（ｂ），（ｃ）はタッチパネル９に指先１６が触
れた状態を夫々示している。そして、同図（ｂ）は指先１６がタッチパネル９に軽く触っ
た状態であり、同図（ｃ）は指先１６がタッチパネル９に、それを強く押し込むようにし
て、触った状態である。
【００３０】
　また、図４は上記の圧力センサが検出する圧力に対する図３に示す指先１６の状態の判
定（この判定は、後述する制御部によってなされる）を示す図であり、横軸にタッチパネ
ル９にかかる圧力（タッチパネル９を押す力：以下、押圧力という）Ｐを示し、縦軸に押
圧力Ｐに対する判定結果を示す。
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【００３１】
　図４において、予め弱い圧力Ｐ１の値と強い圧力Ｐ２の値とが設定されており、タッチ
パネル９への押圧力ＰがＰ＜Ｐ１のとき、タッチパネル９への押圧力無し（反応無し）と
し、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２のとき、タッチパネル９にタッチされたと判定し（上記表１，２での
「タッチ検知」）、そのタッチ位置の検出が行なわれる。また、押圧力ＰがＰ２≦Ｐのと
きには、タッチパネル９には、これが押し込まれるような強い押圧力が掛かったことにな
り、タッチパネル９が押し込まれたと判定する（上記表１，２での「圧力検知」）。
【００３２】
　図３（ａ）に示す状態は、図４でのＰ＜Ｐ１の状態を示すものであって、この状態では
、タッチパネル９にタッチされていないと判定される。また、図３（ｂ）は指先１６がタ
ッチパネル９にタッチした状態を示すものであるが、このとき、０≦Ｐ＜Ｐ１であれば、
図４から、タッチパネル９にタッチされていないと判定するし、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２であれば
、タッチパネル９にタッチされただけで押し込まれてはいないと判定される。これによっ
て誤動作を軽減することができる。図３（ｃ）は指先１６でタッチパネル９を押し込むよ
うにタッチした状態を示すものであり、図４において、Ｐ２≦Ｐの状態である。このとき
には、タッチパネル９が押し込まれると判定される。
【００３３】
　以上のように、この実施形態では、タッチパネル９の２段階検知を可能とするものであ
る。この２段階検知によれば、キーボードの操作性に近い操作感覚を使用者に与えること
ができる。例えば、使用者は、軽いタッチ（Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２）でキー位置を確認して、こ
のキーを強く押し込む（Ｐ２≦Ｐ）ようなキーボードの操作感覚を得ることができる。従
って、この２段階検知によれば、今までのタッチパネルでは得られなかった確かな操作感
覚を使用者に与えることができる。そして、この２段階検知を採用したこの実施形態によ
れば、表示画面をタッチすることで特定の機能を実行させることができるとともに、後述
するようなドラッグ・アンド・ドロップと同様な操作をタッチ操作で実現することができ
る。しかも、この実施形態によれば、タッチした指を離すことなく、タッチの強さで特定
の「機能の実行」と「ドラッグ・アンド・ドロップ」とを区別することができる。従って
、従来例のようなタッチのタイミングで同様な機能を実行するものと比べて誤操作が起こ
りにくく、快適な操作感覚を提供することができる。
【００３４】
　ここでは、指先を例にとって説明するが、指先のほか、ペンなどの棒状の部材やペン型
の入力デバイスなどでも、本発明のタッチパネルを操作することができる。
【００３５】
　なお、上記の圧力Ｐ１（＞０）は、例えば、振動などによってタッチパネル９に不当な
圧力が掛かった場合、タッチパネル９がタッチされたという誤判定を防止するために設定
されたものである。
【００３６】
　図５はこの実施形態での回路構成の一具体例の要部を示すブロック図であって、同図（
ａ）は上記表１，２での例１，４に対するものであり、同図（ｂ）は上記表１，２での例
２，３，５に対応するものである。そして、これらの図面において、１７は制御部、１８
はスピーカ、１９は記憶部であり、図１，図２に対応する部分には同一符号を付けて重複
する説明を省略する。
【００３７】
　図５（ａ）に示す回路構成では、タッチパネル９がタッチセンサと圧力センサとを備え
ており、この圧力センサの検出圧力（押圧力）Ｐが制御部１７に供給される。制御部１７
は、この検出圧力Ｐを基に、図４で説明した判定を行ない、その判定結果に応じて、記憶
部１９に記憶されているデータを基に、後述するように、表示パネル８や映出装置１２を
制御し、また、スピーカ１８で所定の音声再生を行なわせる。
【００３８】
　図５（ｂ）に示す回路構成の場合でも、支持部材１０，１１，１５に設けられた圧力セ
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ンサの検出圧力Ｐに応じて、制御部１７が同様の機能制御を行なう。
【００３９】
　次に、圧力Ｐに対する制御部１７の動作について説明する。なお、以下では、図４に示
すように、この圧力Ｐが０≦Ｐ＜Ｐ１であるときの制御部１７による処理をＡ、Ｐ１≦Ｐ
＜Ｐ２であるときの制御部１７による処理をＢ、Ｐ２≦Ｐであるときの制御部１７による
処理をＣとする。これらの処理については後述するが、処理Ａは、当然のことながら、タ
ッチパネル９へのタッチ操作もなされていないときの処理である。
【００４０】
　ここで、図６により、図５（ａ），（ｂ）における記憶部１９について説明する。
【００４１】
　表示部８，１２での表示画面２では、アイコンや操作ボタンなどのタッチ操作部材が表
示されるが、制御部１７が指先１６（図３）のタッチ位置を検出したとき、このタッチ位
置がタッチ操作部材のエリア内であるか否かを判定するためのデータやタッチ操作部材毎
の機能を決めるデータなどが記憶部１９に記憶されている。
【００４２】
　図６（ａ）はタッチ位置がタッチ操作部材のエリア内であるか否かを判定するためのデ
ータを表わすデータベースの一具体例を示すものであって、タッチパネル９上の位置を座
標（ｘi，ｙj）で表わし（但し、ｉ，ｊ＝１，２，……）、各タッチ操作部材をオブジェ
クト（object）１，２，３，……として表わしている。この具体例によると、タッチパネ
ル９上の位置（ｘi，ｙ1），（ｘi，ｙ2），……には、オブジェクト３が配置されている
ことを示している。なお、オブジェクトが複数の座標位置に跨がるのは、オブジェクトが
、例えば、アイコンのように、ある面積のエリアを有するからである。この場合、このデ
ータベースでのオブジェクトに関するデータは、例えば、このオブジェクトに固有に割り
当てられたＩＤ（識別符号）である。
【００４３】
　また、図６（ａ）に示すデータベースは、タッチパネル９上の位置とオブジェクトの関
係を示すものであるが、さらに、記憶部１９には、図示しないが、各オブジェクト毎に、
それに関する機能を表わすデータベース（以下、機能データベースという）が格納されて
いる。
【００４４】
　制御部１７は、上記のようにしてタッチパネル９での指先１６のタッチ位置を検出する
と、このタッチ位置を図６（ａ）に示すデータベースと比較し、このタッチ位置がオブジ
ェクトのエリア内にあるか否か、また、ある場合には、いずれのオブジェクトのエリア内
かを判定し、例えば、オブジェクト３のエリア内にあるとすると、現在このオブジェクト
３がタッチされている状態と判定し、機能データベースの中からこのオブジェクト３の検
出される圧力Ｐに応じた機能データを読み取り、表示部８，１２（図５）をこの機能デー
タに応じて制御する。
【００４５】
　また、図６（ｂ）はタッチパネル９でのタッチ操作部材（オブジェクト）のエリアとタ
ッチパネル９の位置（ｘi，ｙj）とを関連付けたデータベースであり、タッチ操作部材の
エリアをエリア（are）１，２，３，……で表わしたものである。これ以外については、
図６（ａ）に示したデータベースと同様である。
【００４６】
　以下、制御部１７のかかる機能制御による本発明の情報処理方法の実施形態について説
明するが、かかる実施形態は、表示画面２に表示されるアイコンなどのオブジェクトをド
ラッグ・アンド・ドロップする機能を持たせたものである。
【００４７】
　図７は制御部１７のかかる機能制御による情報処理方法の第１の実施形態を示すフロー
チャートである。図８はこの実施形態を実行中に表示画面２に表示される画面の一具体例
を示すものであって、２０はオブジェクト（ここでは、アイコンとするが、これに限るも
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のではない）である。図９はこの実施形態での図８に対する動作を行なわせるための圧力
Ｐの変化を示す図である。図１０はこの実施形態を実行中に表示画面２に表示される画面
の他の具体例を示すものであって、図８に対応する部分には同一符号をつけている。図１
１はこの具体例での図１０に対する動作を行なわせるための圧力Ｐの変化を示す図である
。
【００４８】
　図７において、図示しない電源がオンとされると、制御部１７は処理Ａを行なって装置
を動作開始状態にする（ステップ１００）。そして、まず、電源をオフするなどして動作
の終了条件が設定されたか否か判定し（ステップ１０１）、設定されていない場合には、
図５での圧力センサからその検出圧力Ｐを取り込み、Ｐ≧Ｐ１かどうか判定する（ステッ
プ１０２）。図３（ａ）に示すような状態にあって、Ｐ＜Ｐ１のときには、タッチパネル
９へのタッチ操作もなされていないとして、ステップ１００に戻り、タッチ操作がなされ
るまで、ステップ１００～１０２の一連の動作が繰り返され、その間処理Ａが実行される
。このときの表示画面２（図１）に表示される画面を図８，図１０での画面Ｖ１とする。
これら画面Ｖ１では、説明を簡単にするために、１つのアイコン２０が表示されているも
のとする。
【００４９】
　いま、タッチ操作として、一瞬にして図３（ｃ）に示すようなタッチパネル９へのタッ
チ操作がなされると、図９に示すように、タッチパネル９へのタッチ操作によってＰ≧Ｐ
２まで圧力が変化するが、制御部１７は、まず、Ｐ≧Ｐ１と判定し（ステップ１０２）、
次いで、Ｐ≧Ｐ２と判定する（ステップ１０３）動作を瞬間的に行なう。以下、かかる操
作を押し込み操作という。
【００５０】
　そして、制御部１７は、タッチ位置を検出して、図６で説明したように、このタッチ位
置が機能するアイコンのエリア内にあるか否か判定し（ステップ１０４）、図８に示す画
面Ｖ１内のアイコン２０以外のエリアがタッチされているときには、ステップ１００に戻
り、タッチ状態に変化がない限り、ステップ１００～１０４の一連の動作を繰り返す。し
かし、タッチ位置が図８に示す画面Ｖ１内のアイコン２０のエリア内である場合には（ス
テップ１０４）、タッチされたアイコン２０の色が変わったり、振動したりした図８の画
面Ｖ２に移るが、この場合、Ｐ≧Ｐ２であることから、この画面Ｖ２も一瞬であって、ア
イコン２０の色をさらに変えたり、サイズを変えたり、振動をさらに激しくするなどした
図８の画面Ｖ３となり、これとともに、このアイコン２０によって決められる機能が実行
される（ステップ１０５）。そして、指先１６をタッチパネル９から離すなどしてＰ＜Ｐ
２の状態となると、制御部１７はアイコン２０の機能を終了させ（ステップ１０７）、ス
テップ１００に戻ってステップ１００～１０２の動作を繰り返し、図８の画面Ｖ４が表示
されて待機する。
【００５１】
　この第１の実施形態によれば、タッチされたアイコン２０の色が変わったり、振動した
りするので、使用者はタッチされた位置を明確に把握することができる。そして、このタ
ッチされたアイコン２０を強く押し込む操作で、さらにアイコン２０を変化させるので、
指の動作に連動して視覚的に押し込み操作を自覚させることができる。これにより、キー
ボードのようなタッチ感覚と押し込み操作の２段階操作を実現して、使用者に確かな操作
感覚を提供することができる。
【００５２】
　以上はＰ≧Ｐ２の場合であったが、Ｐ２＞Ｐ≧Ｐ１の場合には（ステップ１０２，１０
３）、制御部１７（図５）はタッチセンサの出力から指先１６のタッチ位置を検知し、こ
れと記憶部１９（図５）のデータとを比較することにより、このタッチ位置がアイコン２
０のエリア内かどうか判定する。このエリア内である場合には、このアイコン２０が移動
可能であるかどうかを判定し、移動可能である場合には、制御部１７はタッチ位置が移動
可能なアイコン２０のエリア内にあると判定し、アイコン２０が移動可能であるとともに
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、移動を開始できることを示すように表示した図１０に示す画面Ｖ２を表示画面２に表示
させる（ステップ１０８）。かかる移動可能であること、移動を開始できることを示す表
示方法としては、例えば、アイコン２０の表示色を変化させたり、振動させたりするなど
の方法がある。また、サイズを変えるようにしてもよいし、これらを組み合わせてもよい
。
【００５３】
　なお、そして、図示しないが、かかる状態で指先１６をタッチパネル９から離してＰ＜
Ｐ１の状態にすると、もとのステップ１００の状態に戻る。
【００５４】
　かかるＰ１≦Ｐ＜Ｐ２の状態でアイコン２０のエリア内にある指先１６（即ち、タッチ
位置）を移動させると（ステップ１０９）、位置（ｘ0，ｙ0）のアイコン２０がこの移動
する指先１６に引かれて移動するドラッグが行なわれる（ステップ１１０）。このとき、
この移動を表わす図１０の画面Ｖ５が表示画面２に表示される。図１１に示すように、タ
ッチが行なわれている限り、即ち、Ｐ≧Ｐ１である限り（ステップ１１１）、このアイコ
ン２０のドラッグが継続する。
【００５５】
　その後、所定の位置で指先１６をタッチパネル９から離し、図１１に示すように、Ｐ＜
Ｐ１の状態とすると（ステップ１１１）、そのときの位置（ｘ1，ｙ1）にアイコン２０の
位置が決定し、ドラッグが終了する（ステップ１１２）。そして、アイコン２０がこの決
定した位置にもとの表示状態で位置付けられた図１０に示す画面Ｖ６が表示画面２に表示
された状態となり、ステップ１００に戻る。
【００５６】
　このようにして、この第１の実施形態では、簡単なタッチ操作により、画面に表示され
るアイコンなどの移動可能なオプジェクトを所定の位置に移すことができる。また、勿論
、Ｐ≧Ｐ２とすることにより、このオブジェクトの機能も実行させることができる。
【００５７】
　また、この第１の実施形態では、一旦ドラッグ動作に移行してオブジェクトの移動が開
始されると、指を離さない限りドラッグ動作を継続するようにしている。従って、ドラッ
グ動作の途中でオブジェクトをＰ≧Ｐ２としても、ドラッグ動作中のオブジェクトに割り
当てられた機能を実行することがないので、移動中にオブジェクトの機能を実行させてし
まう誤操作がなく、使用者は安心してドラッグ動作を行なうことができる。
【００５８】
　従って、この第１の実施形態によれば、指の押圧力を２段階に検知することで、オブジ
ェクトの機能の実行とドラッグ操作を容易に、かつ間違えることなく、区別して操作する
ことができる。
【００５９】
　図１２は図５における制御部１７の機能制御による情報処理方法の第２の実施形態を示
すフローチャートであって、この第２の実施形態も、上記の第１の実施形態と同様、表示
画面２に表示されたアイコンなどのオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップする機能
を持たせるものである。
【００６０】
　また、図１３はかかる第２の実施形態を実行中に表示画面２に表示される画面を示すも
のであって、図１２に対応する部分には同一符号を付けている。
【００６１】
　さらに、図１４はこの具体例での動作を行なわせるための押圧力Ｐの変化を示す図であ
り、時間軸に沿って図１３に対応した画面番号Ｖ１～Ｖ５を記載している。
【００６２】
　図１２において、ステップ２００～２０２，２１１は図７でのステップ１００～１０２
，１１３と同様であり、指先１６がタッチパネル９にタッチしていない状態であって、表
示画面２には、図１３に示す画面Ｖ１が表示されている。この画面Ｖ１では、上記第１の
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実施形態と同様に、アイコン２０がこの表示画面２上の位置（ｘ1，ｙ1）に表示されてい
るものとする。
【００６３】
　かかる画面Ｖ１の表示状態で指先１６がアイコン２０の表示位置にタッチして、図１４
に示すように、Ｐ１≦Ｐの押圧力Ｐが圧力センサで検知されたものとすると（ステップ２
０２）、制御部１７（図５）はタッチセンサの出力から指先１６のタッチ位置を検知し、
これと記憶部１９（図５）のデータとを比較することにより、このタッチ位置がアイコン
２０のエリア内かどうか判定する（ステップ２０３）。このエリア内である場合には、制
御部１７はタッチ位置が移動可能なアイコン２０のエリア内にあると判定し、図１３に示
すように、アイコン２０が移動可能であることを示すように表示した画面Ｖ２を表示画面
２に表示させる（ステップ２０４）。かかる移動可能であることを示す表示方法としては
、例えば、アイコン２０の表示色を変化させたり、振動させたりするなどの方法がある。
【００６４】
　次いで、上記のようにタッチした状態でこのアイコン２０を押し込むようにすることに
より（かかるタッチ位置を、以下、押し込み位置という）、図１４に示すように、Ｐ２≦
Ｐの押圧力Ｐが圧力センサで検知されたものとすると（ステップ２０５）、制御部１７（
図５）はタッチセンサの出力から指先１６の押し込み位置を検知し、これと記憶部１９（
図５）のデータとを比較することにより、この押し込み位置がアイコン２０のエリア内か
どうか判定する。このエリア内である場合には、制御部１７は、図１３に示すように、ア
イコン２０が移動開始可能であることを示すように表示した画面Ｖ３を表示画面２に表示
させる（ステップ２０６）。かかる移動開始可能であることを示す表示方法としては、例
えば、アイコン２０のサイズを大きくしたり、表示色を変化させたり、振動させたりする
などの方法がある。
【００６５】
　そして、かかる画面Ｖ３の表示状態で指先１６によるアイコン２０の押し込みを解除し
て指先１６の押圧力Ｐを弱め、指先１６でタッチパネル９にタッチした状態で（このとき
、図１４に示すように、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２）指先１６を移動させると、これについてアイコ
ン２０を移動（ドラッグ）させることができ、図１３に示すように、アイコン２０が指先
１６について移動する画面Ｖ４が表示画面２に表示される（ステップ２０７）。このよう
なときのアイコン２０の表示方法としては、例えば、表示色をさらに変化させたり、サイ
ズを変化させたりするなどの方法がある。ここでは、サイズが元に戻り、色がさらに変え
られたものとする。
【００６６】
　このようにして、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２である限り（ステップ２０８，２０９）、指先１６で
アイコン２０をドラッグさせることができるが、指先１６をタッチパネル９から離してＰ
＜Ｐ１の状態とすることにより（ステップ２０８）、そのときの位置（ｘ2，ｙ2）にアイ
コン２０の位置が決定され（ドロップ）、ドラッグ・アンド・ドロップが終了する（ステ
ップ２１０）。そして、アイコン２０がこの位置（ｘ2，ｙ2）にもとの表示状態で位置付
けられた図１３に示す画面Ｖ５が表示画面２に表示された状態となり、ステップ２００に
戻る。
【００６７】
　このようにして、この第２の実施形態でも、簡単なタッチ操作により、画面に表示され
るアイコンなどの移動可能なオプジェクトを所定の位置に移すことができる。特に、この
第２の実施形態では、アイコン２０にタッチしてＰ１≦Ｐ＜Ｐ２の状態としても、アイコ
ン２０を移動させることができない。Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２の状態から指先１６を押し込むよう
にしてＰ≧Ｐ２の状態とすることで、初めて、アイコン２０をドラッグの状態とすること
ができる。従って、図１４に示すように、画面Ｖ２と画面Ｖ３の間の時間があっても、ド
ラッグの状態とすることができない。このため、アイコン２０をタッチしても不用意にア
イコン２０がずれてしまうことがないので、安心して操作することができる。特に、この
第２の実施形態では、まず、目的のアイコン２０にタッチして内容を確認（アイコン２０
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の変化）し、それからドラッグ操作を決定することができるので、弱視の操作者などに有
効である。
【００６８】
　なお、この第２の実施形態では、説明を簡単にするために、ドラッグ・アンド・ドロッ
プの操作を中心に説明している。勿論、アイコン２０に設定された機能を実行させるため
の押し込み操作と併用させてもよい。この場合、例えば、ステップ２０２において、Ｐ≧
Ｐ１であるときには、Ｐ≧Ｐ２か否かの判定も行ない、Ｐ≧Ｐ２であるときには、図７で
のステップ１０４～１０７と同様の機能実行の動作を行なうようにしてもよい。
【００６９】
　この場合、上記ステップ２０５との混同を避けるために、ステップ２００～２０２の待
機中に、Ｐ＜Ｐ１の状態からＰ≧Ｐ２となるアイコン２０の押し込み操作が短時間に行な
われた場合には、アイコン２０のドラッグ動作を許可とは判定せず、このアイコン２０の
機能を実行するようにするとよい。または、Ｐ≧Ｐ２となるアイコン２０の押し込み操作
の後、短時間のうちに指を離したとき、即ち、Ｐ≧Ｐ１となったときにアイコン２０の機
能を実行することとしてもよい。
【００７０】
　あるいは、表示画面の特定の領域では実行動作を受け付け、他の領域ではドラッグ操作
を受け付けるように、各オブジェクトに設定してもよい。
【００７１】
　また、図１２において、ステップ２０８の後に、ドラッグ動作中のアイコン２０に対し
て、指先１６を押し込むような操作（Ｐ≧Ｐ２）がなされることでも、そのときの位置（
ｘ2，ｙ2）をアイコン２０の位置決定としてもよい（ステップ２０９）。
【００７２】
　図１５は図５における制御部１７の機能制御による情報処理方法の第３の実施形態を示
すフローチャートであって、この第３の実施形態も、表示画面２に表示されたアイコンな
どのオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップする機能を持たせるものである。
【００７３】
　また、図１６はかかる第３の実施形態を実行中に表示画面２に表示される画面を示すも
のであって、図１２に対応する部分には同一符号を付けている。
【００７４】
　さらに、図１７はこの第３の実施形態での動作を行なわせるための押圧力Ｐの変化を示
す図であり、時間軸に沿って図１６に対応した画面番号Ｖ１～Ｖ６を記載している。
【００７５】
　図１５において、ステップ３００～３０２，３１３は図７でのステップ１００～１０２
，１１３と同様であり、指先１６がタッチパネル９にタッチしていない状態であって、表
示画面２には、図１６に示す画面Ｖ１が表示されている。この画面Ｖ１では、アイコン２
０がこの表示画面２上の位置（ｘ0，ｙ0）に表示されているものとする。
【００７６】
　かかる画面Ｖ１の表示状態で指先１６がアイコン２０の表示位置にタッチし、このタッ
チにより、図１７に示すように、Ｐ≧Ｐ１の圧力Ｐが検知されたものとすると（ステップ
３０２）、制御部１７（図５）は、上記具体例と同様にして、このタッチ位置がアイコン
２０のエリア内かどうか判定する。このエリア内である場合には、制御部１７はタッチ位
置が移動可能なアイコン２０のエリア内にあると判定し（ステップ３０３）、図１６に示
すように、アイコン２０が移動可能であることを示すように表示した画面Ｖ２を表示画面
２に表示させる（ステップ３０４）。かかる移動可能であることを示す表示方法としては
、例えば、アイコン２０の表示色を変化させたり、振動させたりするなどの方法がある。
【００７７】
　そして、かかる表示状態で指先１６でアイコン２０を押し込むようにし、図１７に示す
ように、圧力ＰがＰ≧Ｐ２にすると（ステップ３０５）、図１６に示すように、アイコン
２０が移動を開始させることができることを表わすような表示状態の画面Ｖ３が表示画面
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２に表示される（ステップ３０６）。このようなときのアイコン２０の表示方法としては
、例えば、表示色をさらに変化させたり、サイズを変化させたりするなどの方法がある。
ここでは、サイズと色が変えられたものとして示している。
【００７８】
　なお、図示しないが、かかる状態（ステップ３０６）で指先１６をタッチパネル９から
離してＰ＜Ｐ１の状態にすると、アイコン２０に対する機能の選択がなされることになり
、この選択された機能が決定してこの機能が実行される。
【００７９】
　しかし、画面Ｖ３で指先１６の押圧力を弱めて図１７に示すＰ１≦Ｐ＜Ｐ２の状態にし
、アイコン２０のエリア内にある指先１６を移動させると、この移動する指先１６に引か
れてアイコン２０が移動するドラッグが行なわれる。図１６の画面Ｖ４は、このときに表
示画面２に表示される画面を示すものであって、アイコン２０は、例えば、サイズが画面
Ｖ３のときよりも小さく変化している（ステップ３０７）。この場合、この移動の途中で
指先１６をタッチパネル９から離し、Ｐ＜Ｐ１の状態とすると、ドラッグが中断し、アイ
コン２０はもとの位置（ｘ0，ｙ0）に自動的に戻り（ステップ３１２）、図１６に示すも
との画面Ｖ１が表示された状態となる（ステップ３００）。
【００８０】
　また、上記ドラッグを継続し（ステップ３０７～３０９）、その後、アイコン２０を所
定の位置（ｘ3，ｙ3）に持ってきて、指先１６でアイコン２０を押し込むようにして、図
１７に示すように、Ｐ≧Ｐ２とすると（ステップ３０９）、図１６に示すように、アイコ
ン２０が、例えば、画面Ｖ３での状態と同じ状態で表わされた画面Ｖ５が表示され、アイ
コン２０の位置がこの所定の位置（ｘ3，ｙ3）に確定する（ステップ３１０）。そして、
指先１６をタッチパネル９から離して、図１７に示すように、Ｐ＜Ｐ１の状態にすると、
アイコン２０が位置（ｘ3，ｙ3）にもとの表示状態で位置付けられた画面Ｖ６が表示画面
２に表示された状態となり（ステップ３１１）、ステップ３００に戻る。
【００８１】
　このようにして、この第３の実施形態でも、簡単なタッチ操作により、画面に表示され
るアイコンなどの移動可能なオプジェクトを所定の位置に移すことができる。
【００８２】
　この第３の実施形態では、意図せずに（アイコン２０をタッチして誤って移動する）ア
イコン２０を移動させることがないので、複数の人で同じ端末を共有する場合に適してい
る。また、この第３の実施形態では、移動を確定する場合においても、押し込み操作を行
なうようにしているので、移動先が不用意に決定される誤操作を軽減できる。特に、移動
先がその位置によって意味や価値が異なる場合（例えば、「送信トレー」や「ごみ箱」な
ど）は、操作者が意識して押し込み操作を行なうことで移動先が決定されるので、誤操作
を軽減できる。
【００８３】
　なお、この第３の実施形態においても、先の各実施形態と同様な操作でアイコン２０に
設定された機能を実行させるための押し込み操作と併用させてもよい。
【００８４】
　また、表示画面２に複数の機能の種類が異なるアイコンが表示されるとき、これらアイ
コンのドラッグ・アンド・ドロップの操作方法として、アイコンの機能の種類毎に、上記
第１～第３の方法のいずれかを各アイコンに割り当てるようにし、機能の種類毎にドラッ
グ・アンド・ドロップの操作方法を異なるようにすることができる。勿論、特定の機能を
持つアイコンに対しては、ドラッグ・アンド・ドロップができないようにしてもよい。
【００８５】
　図１８は図５における制御部１７の機能制御による情報処理方法の第４の実施形態を示
すフローチャートであって、この第４の実施形態は表示画面２に品目を表わすアイコンな
どのオブジェクトをタッチ操作部材としてドラッグ・アンド・ドロップ可能とし、所望品
目の購入などの処理機能を持たせる、所謂ドラック・アンド・機能選択というべきもので
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ある。この第４の具体例は、デジタルコンテンツの配信端末の機能を持つものとしている
。
【００８６】
　また、図１９はかかる第４の実施形態を実行中に表示画面２に表示される画面を示すも
のであって、２１はオブジェクト表示領域、２２は機能設定領域、２３，２３’はオブジ
ェクト（ここでは、品目を表わすアイコンとするが、これに限るものではない）、２４は
案内、２５は「購入する」ボタン、２６は「やめる」ボタンである。
【００８７】
　さらに、図２０はこの第４の実施形態での動作を行なわせるための圧力Ｐの変化を示す
図であり、時間軸に沿って図１９に対応した画面番号Ｖ１～Ｖ５を記載している。
【００８８】
　図１８において、ステップ４００～４０２，４１１は図７でのステップ１００～１０２
，１１３と同様であり、指先１６がタッチパネル９にタッチしていない状態であって、表
示画面２には、図１９に示す画面Ｖ１が表示されている。この画面Ｖ１では、機能設定領
域２２で設定されている項目の機能の実行が可能な各種品目を示すアイコン２３が表示さ
れるアイコン（オブジェクト）表示領域２１と、かかる品目を、例えば、音楽のコンテン
ツとした場合、その「購入」や「試聴」，「書評を見る」などの機能を実行可能とする項
目のメニューが表わされる機能設定領域２２とが設けられている。但し、これらは品目の
一例であって、本発明はこれに限るものではなく、また、品目の種類によって機能メニュ
ーも異なるものである。
【００８９】
　かかる画面Ｖ１の表示状態で、指先１６が希望する品目のアイコン２３の表示位置にタ
ッチし、このタッチにより、図２０に示すように、Ｐ２＞Ｐ≧Ｐ１の圧力Ｐが検知された
ものとすると（ステップ４０２）、制御部１７（図５）は、先の具体例と同様にして、こ
のタッチ位置がアイコン２３のエリア内にあるかどうか判定する。このエリア内にある場
合には、制御部１７はタッチ位置が移動可能なアイコン２３のエリア内にあると判定し（
ステップ４０３）、表示画面２に図１９に示す画面Ｖ２をアイコン２３が移動開始可能で
あるように表示させる。かかる移動可能であることを示す表示方法としては、例えば、ア
イコン２３の表示色を変化させたり、振動させたりするなどの方法がある。
【００９０】
　そして、図２０に示すように、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２でのかかる表示状態で指先１６を移動さ
せると、アイコン２３からこれと同じ内容の分身のアイコン２３’が生じ、これがこの移
動する指先１６に引かれて移動するドラッグが行なわれる（ステップ４０４）。図１９の
画面Ｖ３はこのときに表示画面２に表示される画面を示すものであって、アイコン２３’
は指先１６にくっついて移動する。
【００９１】
　かかる移動の途中で指先１６をタッチパネル９から離し、Ｐ＜Ｐ１の状態とすると（ス
テップ４０５）、ドラッグが中断し、アイコン２３’は消滅して（もしくはアイコン表示
領域２１でのアイコン２３の位置に自動的に戻ってこのアイコン２３と重なり）（ステッ
プ４１０）、図１９に示すもとの画面Ｖ１が表示された状態となる（ステップ４００）。
【００９２】
　また、図２０に示すように、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２のタッチ状態で指先１６を移動させ、上記
ドラッグを継続し（ステップ４０４～４０６）、その後、アイコン２３’を機能設定領域
２２内の所望の機能メニュー、例えば、この品目を購入したい場合には、機能メニュー「
購入する」に合わせると（ステップ４０７）、表示画面２に表示される画面が図１９に示
す画面Ｖ４となり、次に、指先１６をこのアイコン２３’から離さずに押し込むようにし
て、図２０に示すように、Ｐ≧Ｐ２とすると（ステップ４０７）、図１９に示すように、
このアイコン２３’による品目のより詳細な案内２４を表わす画面Ｖ５が表示画面２に表
示される（ステップ４０８）。これによって、誤って機能メニューを選択しても、案内２
４を表示させることで、誤操作を軽減することができる。
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【００９３】
　この品目を購入する場合には、この案内２４での「購入する」ボタン２５をタッチ操作
することにより、ダウンロードなどによってこの品目を購入することが可能となり、「や
める」ボタン２６をタッチ操作すると、購入をやめることができる。このような処理が終
わると（ステップ４０９）、ステップ４００に戻って図１９に示すもとの画面Ｖ１が表示
された状態となる。
【００９４】
　このようにして、この第４の実施形態では、コンテンツの配信などを要求する場合のよ
うに、複数の操作ボタンの操作が関連されて１つの機能が実行されるような場合には、複
数のタッチ操作部材のタッチ操作の経緯を確認する必要がなくなって、簡単なタッチ操作
で実行させることができ、さらに、誤って所望の機能以外の領域に確定することなく、確
実にコンテンツの配信などを受けるようにすることができる。
【００９５】
　特に、この第４の実施形態では、上記のアイコン（タッチ操作部材）は、押圧力ＰがＰ
１≦押圧力Ｐ＜Ｐ２でタッチされたとき、指（指示手段）の移動に伴ってその表示位置が
移動するドラッグ処理（第１の処理）が可能であり、かつ、ドラッグ処理でこのアイコン
が移動された先の領域（所望の機能メニュー）との組み合わせにより前記アイコンに予め
割り当てられた処理（第２の処理）を実行させることができる。
【００９６】
　なお、この第４の実施形態において、オブジェクト表示領域２１内で、オブジェクトが
押し込まれた場合には、このオブジェクト２３に設定された機能を実行してもよい。例え
ば、この第４の実施の形態では、「試聴」できるようにしてもよい。
【００９７】
　図２１は図５における制御部１７の機能制御による情報処理方法の第５の実施形態を示
すフローチャートであって、この第５の実施形態はポップアップメニューの選択機能を持
たせたものである。
【００９８】
　また、図２２はかかる第５の実施形態を実行中に表示画面２に表示される画面を示すも
のであり、２７はメニューオブジェクト、２８はポップアップメニュ、２９は選択枠（カ
ーソル）である。
【００９９】
　さらに、図２３はこの第５の実施形態での動作を行なわせるための押圧力Ｐの変化を示
す図であり、時間軸に沿って図２２に対応した画面番号Ｖ１～Ｖ５を記載している。
【０１００】
　図２１において、ステップ５００～５０２，５１１は図７でのステップ１００～１０２
，１１３と同様であり、指先１６がタッチパネル９にタッチしていない状態であって、表
示画面２には、図２２に示す画面Ｖ１が表示されている。この画面Ｖ１では、メニューオ
ブジェクト２７が表示されている。
【０１０１】
　かかる表示状態でメニューオブジェクトを変更する場合には、指先１６で現在表示され
ているメニューオブジェクト２７にタッチする。制御部１７は、これにより、図２３に示
すように、Ｐ２＞Ｐ≧Ｐ１の圧力Ｐが検知すると（ステップ５０２）、先の具体例と同様
にして、このタッチ位置がメニューオブジェクト２７のエリア内にあるかどうか判定する
。このエリア内にある場合には、制御部１７はタッチ位置が移動可能なメニューオブジェ
クト２７のエリア内にあると判定し（ステップ５０３）、表示画面２に図２２に示す画面
Ｖ２が表示される。この画面Ｖ２では、これまで表示されていたメニューオブジェクト２
７ａとともに他のメニューオブジェクトが配列されてなるポップアップメニュー２８が表
示され、その中の１つのメニューオブジェクト、この場合、これまで表示されていて指先
１６でタッチされたメニューオブジェクト２７ａが、そのときの位置で選択枠２９によっ
て選択された状態で表示される。
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【０１０２】
　このようなタッチ状態で、ポップアップメニュー２８内をメニューオブジェクトの配列
方向に指先１６を移動させると、選択枠２９もこの指先１６とともに移動（ドラッグ）す
る。図２２に示す画面Ｖ３はこのときの表示画面２で表示される画面である（ステップ５
０４）。Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２を保って指先１６を移動させている限り、ステップ５０５～５０
７の動作が繰り返され、選択枠２９が指先１６に附いてドラッグする。この操作中にタッ
チパネル９から指先を離し、Ｐ＜Ｐ１の状態とすると（ステップ５０５）、かかる動作が
中断し、メニューオブジェクト２７はもとの位置に戻って（ステップ５１０）、図２２に
示すもとの画面Ｖ１が表示された状態となる（ステップ５００）。
【０１０３】
　また、図２３に示すように、Ｐ１≦Ｐ＜Ｐ２のタッチ状態で指先１６を移動させること
により、選択枠２９がポップアップメニュー２８の所望とするメニューオブジェクト２７
ｄの位置（選択肢領域内）に達し（ステップ５０７）、指先１６をこの選択枠２９から離
さずに押し込み操作を行なって、図２３に示すように、Ｐ≧Ｐ２とすると、この所望とす
るメニューオブジェクト２７ｄの選択が実行される（ステップ５０８）。図２２に示す画
面Ｖ４はこのとき表示画面２に表示される画面を示すものであって、例えば、選択枠２９
の表示色が変化して選択が実行されたことを示す。そして、図２２の画面Ｖ５となり、選
択されたメニューオブジェクト２７ｄが、メニューオブジェクト２７ａに代わって、この
もとのメニューオブジェクト２７ａと同じ位置に表示されることになり（ステップ５０９
）、ステップ５００に戻って次の操作を待つことになる。
【０１０４】
　このようにして、この第５の実施形態では、簡単なタッチ操作により、ポップアップメ
ニューの選択を行なうことができる。特に、ポップアップメニューでは、望所の機能を選
択するためにポップアップメニューを開いて選択肢（機能）を閲覧する操作も多い。この
第５の実施形態では、このような閲覧操作を、「指で触れ」，「確認し」，「指を離す」
という至って簡単な操作で実行することができるとともに、いざ選択肢を実行（選択）し
ようとした場合には、強く押し込む操作で実行（選択）するので、不用意に指が離れて操
作者自身が意図しない、気が付かずに他の選択肢が実行（選択）されてしまうような誤操
作を軽減することができる。
【０１０５】
　なお、この第５の実施形態では、１つのポップアップメニューで説明したが、複数のポ
ップアップメニューを表示しても、同様な効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】本発明によるタッチパネルを備えた表示装置の一実施形態を示す図である。
【図２】図１における筐体内の表示手段の具体例を概略的に示す図である。
【図３】図１におけるタッチパネルに対する指先の状態を示す図である。
【図４】圧力センサが検出する圧力に対する図３に示す指先の状態の判定を示す図である
。
【図５】図１に示す実施形態での回路構成の具体例の要部を示すブロック図である。
【図６】図５における記憶部でのデータベースの具体例を模式的に示す図である。
【図７】図５における制御部の機能制御による情報処理方法の第１の実施形態を示すフロ
ーチャートである。
【図８】図７に示す実施形態で図１に示す表示面に表示される画面の第１の具体例を示す
図である。
【図９】図７に示す実施形態を実行するための指先による圧力の変化の第１の具体例を示
す図である。
【図１０】図７に示す実施形態で図１に示す表示面に表示される画面の第２の具体例を示
す図である。
【図１１】図７に示す実施形態を実行するための指先による圧力の変化の第２の具体例を
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示す図である。
【図１２】図５における制御部の機能制御による情報処理方法の第２の実施形態を示すフ
ローチャートである。
【図１３】図１２に示す実施形態で図１に示す表示面に表示される画面の具体例を示す図
である。
【図１４】図１２に示す実施形態を実行するための指先による圧力の変化の具体例を示す
図である。
【図１５】図５における制御部の機能制御による情報処理方法の第３の実施形態を示すフ
ローチャートである。
【図１６】図１５に示す実施形態で図１に示す表示面に表示される画面の具体例を示す図
である。
【図１７】図１５に示す実施形態を実行するための指先による圧力の変化の具体例を示す
図である。
【図１８】図５における制御部の機能制御による情報処理方法の第４の実施形態を示すフ
ローチャートである。
【図１９】図１８に示す実施形態で図１に示す表示面に表示される画面の具体例を示す図
である。
【図２０】図１８に示す実施形態を実行するための指先による圧力の変化の具体例を示す
図である。
【図２１】図５における制御部の機能制御による情報処理方法の第５の実施形態を示すフ
ローチャートである。
【図２２】図２１に示す実施形態で図１に示す表示面に表示される画面の具体例を示す図
である。
【図２３】図２１に示す実施形態を実行するための指先による圧力の変化の具体例を示す
図である。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　筐体
　１ａ　開口
　２　表示画面
　３　取付部
　４　スタンド
　５　回転軸
　６　ピン穴
　７　ピン
　８　表示パネル
　８ａ　表示面
　９　タッチパネル
　１０，１１　支持部材
　１２　映出装置
　１３　ミラー
　１４　スクリーン
　１５　支持部材
　１６　指先
　１７　制御部
　１８　スピーカ
　１９　記憶部
　２０　アイコン
　２１　オブジェクト表示領域
　２２　機能設定領域
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　２３，２３’　オブジェクト（アイコン）
　２４　案内
　２５　「購入する」ボタン
　２６　「やめる」ボタン
　２７ａ，２７ｄ　メニューオブジェクト
　２８　メニューオブジェクト欄
　２９　選択枠

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】

【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】

【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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